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低学年分科会（仮） 中学年分科会（仮） 高学年分科会（仮） 特別支援分科会（昨年） 

外国語に関心をもち、の

びのびと自分の思いを

伝えようとする児童 

すすんで自分の思いや考

えを表現し、伝え合おう

とする児童 

相手を意識したコミュ

ニケーションを楽しむ

児童 

外国語の音声の違いに

慣れ親しみ、簡単な意思

表示ができる児童 

 

学校教育目標 

○元気な子  ○考える子  ○思いやりのある子  ○やりとげる子 

教師の願い 

・自分の気持ちや考えを伝えることができてほし

い。 

・外国語・外国語活動を楽しいと思ってほしい。。 

・積極的にコミュニケーション取ってほしい。 

 

研究主題 

積極的にコミュニケーションを図り、楽しんで学習に取り組む児童の育成 

～外国語科・外国語活動を通して～ 

 

児童の実態 

・外国語への意欲がある児童が多い。 

・意欲がある児童、ない児童の２極化している。 

・個人差がある。 

・外国語に対して苦手意識がある児童が多い。 

 

○指導の手立て（研究のポイント） 

・担任 T１としての指導（学習計画・指導法・評価） 

・慣れ親しむための効果的なアクティビティー 

・児童にとって意味のある体験 

・めあてと評価の一体化、中間評価の取り入れ 

 

 

○授業の流れ 

・身に付けさせたい力をイメージした単元計画 

・導入→展開１→展開２→振り返りの流れの授業展開 

・中間評価の意識的な取り入れ 

目指す児童像 

自分の思いや考えをもち、コミュニケーションを図る児童 

（新）研究仮説 

・児童にとって意味のある体験や言語活動を行い、めあてと評価を一体化することによって、より一層

意欲的に外国語・外国語活動に取り組み、積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童の力が育

つであろう。 


